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写真1 台地上に広がる畑地  
（2004年12月 清水克志撮影）   第1図 調査対象地域  
－31－  
開を検討する際には，格好の事例と考えられる。  
Ⅱ 三浦半島における野菜生産の概要  
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の堰（字木ノ間）が増設されてい る。また少し時  
代は下るが，昭和戦前期には，字水深の水田の排  









認できる（第5図）。   
第5国は，昭和35年（1960），昭和48年（1973），  
平成10年（1998）の各年次における上官田地区の  
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第3図 上宮田柑の小字  
（横浜地方法務局三崎出張所所蔵「上官田村旧公図」により作成）  
ー34－   
なると上官田地区の土地利用は大きく変化する。 路網が整備されている。これに伴って，海岸道路  
この間昭和41年（1966）には，上官田地区内に京  と京急の間の海岸低地部分で住宅地化の進展が顕  
浜急行三浦海岸駅が開設された12）0またこれと前 著であるほか，字石作や字音木田，字根辺ケ谷戸  
後して，海岸道路や三浦海岸と台地上とを結ぶ道  などの水田が畑地や荒地へと変化している。その  
500m  
第4図 上宮田村の土地利用 一明治20年（1887）頃－  
（横浜地方法務局三崎出張所所蔵「上官田村旧公国」により作成）  















写真2 畑地として利用される谷戸  
（2004年12月 清水克志撮影）  
平成10年（1998）  




⑧分譲住宅   
昭和48年（1973）  
水田 ＼・＜二＿道路  








ホテル：☆ マホロバ ホテル  












































第1表 三浦海岸の観光地化の進展一昭和35  
年（1960）～平成12年（2000）－  
年   観光客数（万人）   海の家（軒）   
1960年   50．0（13．0）   20   
1970年   359．2（48．0）   54   
1980年   215．4（41．0）   41   
1990年   218．1（35．8）   35   




写真3 三浦海岸からみた上富田地区  
（2005年6月 清水克志損影）  
第2表 上官田地区における戸数・耕地面積・作付面積の推移  
一昭和35年（1960）～平成12年（2000）－  
戸数（戸）  耕地面積（ha）  作付面積（ha）  
総戸数  農家  非農家  水田   畑地  果樹園   稲   野菜類   
1960年   491   241   250   34．40  138．30  4．40   44．60  198．50   
1970年   647   199   448   27．80  114．90  8．10   26．20  231．40   
1980年  1186   140   1046   12．03  109．56  5．41   11．01  221．58   
1990年  3159   122   3037   7．66  120．64  3．12   6．85 221．44   
2000年  3817   109   3708   7．38  115．62  7．54  203．65   
（各年の農業センサスにより作成）  
ー37－   
1ノて生産されていたことが推察される。   
第二次世界太戦直後の目貫首都25年（1950j には，  
いも類や豆類椚増加が巨ぎ立つものの，昭和35年  
（ユ弼Oj になると糞類や雑穀類とと もに急激に減  
少しぎ 昭和略解（ユ970）以降はフ ほとんど作付け  
されなくなった。またこク〕時期にはタ 水稲の作付  
斬緩も湖揚げ巨一途をたどり，平成12年 は胱掛）に  
は他の主穀類同様ヴ 作付面積が僅少となった。そ  
ダイコン→以外げ二）野菜類としてはヲ 明治∠を鯛三  
（ユ910〕にはナスヤッケナタ ネギなどのを∃給的色  
彩の確率瀦詣が上．位を占めているが，昭葦針と5年に  
はホウレンソウ（2紺翫辺），スづ才力（2吏き5池辺う，キュ  
ウ汚メ（14触aう などげ〕品目が急増して㌦1る。この  
ように三浦郡ではヲ 明治後期以降ダイコンが汐 太  
正から昭和葦敵前期にかけてジャガイモやホウレン  
ツサトスイ針 キュウリなどの品田が商品作物と  
????????????
第6図 三浦半島にお8ナる農作物生産の推移  
くユ940年以前は『神奈川県統計書』，｝L950年以降は農業センサスにより作成う  
















Ⅱ 野菜生産発展の歴史的過程  
1）野菜生産の展開   




























































－39－   
とって横須賀海軍が，野菜類の消費地としても下  
肥の僕給地としても，必要不可欠な存在となった  


































2）野菜出荷組織の結成   









































ー40－   
十分に味わった。翌日約束通り訪問した。京福   
方でハ其風味佳良なるに驚き直に引取方を約   
す。是れが三浦大根の元祖となり京橋，本所，  



























































野菜類ハー切売市場もなく自家用を主として   
近所へ分譲するのみ。高級野菜蓮根，慈姑，杏   
茸，長芋等，冠婚葬祭用の物ハ八幡の八百升店   
にて買入るゝ，八百升店ハ自家船にて東京問屋   
千葉県より仕入盛に売出す。後に高円坊大根が   
横須賀市場へ出荷する，海軍へ納入する等，野   
菜の売行盛になり諸種の野菜を耕作し年々需要   
を増す一方であった。此時代ヲ過ぎて大正年代   
に農家は販路狭きため市場と納め屋（御用商   
人）に価格を庄下され皆泣かされた。  
津久井大根一等品産出する迄進歩したから，   
東京市場へ売出を企て岩崎新が優秀なる生大根   
二十本，新潰十本を持参して京橋市場京福へ何   
等予告もせずに人力車をつけた。全部京福の店   
へ与へ，明日来るから味をみろと云ひ棄てゝ出   
た。京福四五人ノ若者残らず家庭へ持ち帰って  
－41－   
大根を5本ずつ荒縄で縛り，組合参加農家が共同  


















































第3東 上宮田地区周辺の野菜出荷業者  
憮昭和戦前期一  
所在地  出荷業者   輸送手段   
岩井口   青田家（ヤマ丁）  船（長栄丸）  
上 ′一■・－         木ノ間（マル上）  長島家（浜根）  トラック   
呂 田  石 作   鈴木家（豆腐屋）  トラック  
桧 原   松原家（新エム）  トラック   
菊 名（マルキ）   君島家   トラック   
津久井  森崎家（サケメ）  船（共栄丸）   
（聞き取りにより作成）  
第7図 三浦郡における市町村別ダイコンの収  
穫量 一昭和15年（1940）－  
（富樫（1945）をもとに作成）  
－42－   
・亡＝  
一、、・・・－  




新ジャガイモの出荷ラベルには，「馬鈴薯 神奈  










3）都市市場への進出 鵬「三浦大根」の商品  





写真5 新ジャガイモの出荷ラベル  
一昭和戦前期－  
（高梨信一氏所蔵）  
－43－   
類が，三浦郡外の大都市市場などへと移出先を拡  
大させる過程を，消費地の側の資料とも対応させ  
















府下の練馬大根が東京市場の中心で吾々の食   
膳には好んで此の練馬大根が上ったものだ。墜  
ママ  るに此の頃は相川三浦岬物が船便によって東京  
色のない高品質なダイコンとして評価された。東  
京市場で好評を博した三浦ダイコンの存在は，以  
下の資料40）が示すように， 昭和4年（1929）当  
時，東京近郊の練馬ダイコンの生産地にとっても  
脅威となった。  
昔から大根は練馬を本場とする，全国に名が   
響いてゐるが大根について油断してはならぬ事   




て東京向横浜向又は横須賀向地廻り向きと四分   
して確率を重ねてゐ阜から東京に来るものは上   
等の品で練馬の大根が神田の市場で売上八銭の   
時三浦郡のは十二銭，即ち四銭の開きがある，   
練馬の方がかっこうはよいが三浦の方はそつが   























劣る事なく，将来三浦大根は東京市場に於て練   
席大根を駆逐することは明瞭のやうだ。統計は   
ないが昨年あたりの東京入荷は砂なからぬ額に   




第4表 横浜市場への野菜類の発送地と発送量  
発送地   発送量（t）   割合（％）   
神奈川県三浦郡   297．000   10．4   
神奈川県その他   224．000   7．9   
東京府   742．000   26．0   
千葉県   1205．480   42．3   
その他の府県   383．910   13．4   
計   2852．390   100．0   
（『横浜中央卸売市場』（1927）により作成）  
－44 －   
さらに，三浦ダイコンへの需要は，第二次世界  に関する記事が如実に語っている（第5表）。昭  
大戦中において，ますます増加した。その状況  和18年（1943）1月13日の『読売新聞』夕刊の記  
は，戦時中の新聞記事に散見される三浦ダイコン  事には，「漬けてよし，煮てよし寒の食膳に三浦  
第5表 三浦ダイコンに関する新聞記事一昭和戦前期一  
N（ユ  掲載年月日   掲載紙   記事のタイトルおよび内容   
ロ  
夕刊   
2   3月30日  〔読売〕  
夕刊   
3  
朝刊   
4  1月13日  〔読売〕  「大根10万貫 市民のお食膳へ」漬けてよし，煮てよし寒の食膳に三浦  




5  2月12日  〔朝日〕  「戦時生活 今日のお知らせ」十日には商業組合員約朴名あまりが捉身  
朝刊  啄として神奈川県三浦に向ひ，勤労奉仕をして十一，十二の両日に一脚・一  
日約十二万本五千貫の大根を出させるやう努力してゐるから，昧のよ  
い三浦大根が相当出廻る模様である  
6   2月12日  〔読売〕  
朝刊   
7  




8  1月22日  〔読売〕  
夕刊   
9   1月30日  〔読売〕  「三浦大根、帝都へ330万貰」決勝読会における農商省の必需野菜供給  





萬貰も≡月までには全部出荷の見込みで計画輸送の萬仝を期してゐる   
10  
朝刊  のごときも例年の半分といふ減収で土地の古老も嘆いてゐる。  
3月13日  〔朝日〕  「各地から温い救援の手 三浦大根も樺山に」神奈川県では帝都の空襲  
朝刊  雁災者に村し取散ず三浦大根→日三万本づつ当分の間継続して送り出  
す  
12  3月17日  〔朝日〕  「見舞のお魚第一陣 大根、沢庵、白菜も」野菜のお見舞で都民に－山－■番  
朝刊  有経いのは神奈川県の三浦ダイコンだ  
13   8月12日  〔朝日〕  
朝刊   
（CD－ROM版「朝日新聞戦前紙面データベース」および「読売新聞明治大正昭和の新聞記事」を使用）  
















































…   ＼ （＝〓矧回〓∨  
） 〔＝〓〓閏  
品種名   収穫時期  大きさ  肉質  主な用途   
高円坊ダイコン  早生  2尺5寸  
（～12月）    500～1000匁   
練馬尻細ダイコン  早生  2尺3寸  
（～12月）  600匁  
三浦中生ダイコン  中生  2尺3寸  
（1～2月）    400～500匁   
中膨ダイコン   晩生  1尺6寸  
（12～1月）   500～800匁   
三浦ダイコン   晩生  1尺8寸  





第8図 三浦大根とその新品種の特性  
（富樫（1945）をもとに作成）  

































4）第二次世界大戦後における野菜生産 一太  






















販売数巌  地元入荷  
品冒  最大入荷先    数量  
（貫）  
（貰）   
ダイコン  311，647  154，010  49．4  地元   
カブ   66，738  31，674  47．5  地元   
ニンジン   150，202  23，497  15．6  神奈川   
ゴボウ  60，775  1，987  3．3  埼玉   
サトイモ  34，851  1，377  4，0  神奈川   
ハクサイ  226，449  84，305  37．2  神奈川   
ツケナ  256，703  193，888  75．5  地元   
キャベツ  303，437  127，043  41．9  地元   
ホウレンソウ  285，342  77，364  27．1  神奈川   
ネギ  274，022  91，116  31．9  神奈川   
タマネギ  148，867  17，364  11．7  大阪   
ナス   7，613  1，785  23．4  神奈川   
トマト   10，291  522  5．1  高知   
キュウリ  109，619  28，243  25．8  神奈川   
カボチャ  17，262   10  0．1  千葉   
インゲン  9，048  6，877  76．0  地元   
エンドウ  6，457  430  6．7  神奈川   
ソラマメ  35，913  996  2．8  千葉   
レンコン  26，135  4，537  17．4  神奈川   
タケノコ  52，892  2，466  4．7  静岡   
フキ   7，595  5，494  72．3  地元   
サツマイモ  135，934  8，120  6．0  神奈川   
ジャガイモ  245，639  32，021  13．0  北海道   
その他  272，645  71，290  26．0  地元   
（『三浦半島農業の歴史』（1972）により作成）  
－47－   





































なっている。   
三浦郡においてホウレンソウ出荷が衰退した要  
因としては，利根川中流域の埼玉県深谷地域に新  
















第7表 鈴木家におけるホウレンソウの出荷  
一昭和29～30年（1954～55）－  
出荷日  出荷量（貫）  売上金額（円）  取引業者   
12月 17日   25．5   1，403   きたみ   
20日   10．0   650   角田   
21日   19．5   1，170   太八   
22日   13．7   822   きたみ   
23日   20．0   1，260   農協   
24日   14．0   840   太八   
1月 6日   8．0   480   太八   
7日   30．6   1，830   九人   
8日   10．4   640   角田   
9日   24．5   1，470   太八  
30日   26．1   1，879   丸一   
2月 1日   38．4   2，880   角田   
3日   42．6   3，408   農協   
5日   24．7   1，976   太八   
6日   20．2   1，616   角田   
8日   24．0   1，920   角田   
ユ1日   46．5   3，720   きたみ  
14日   28．3   2，264   丸一   
18日   25．2   2，016   太八   
20日   35．0   2，800   角田   
23日   30．7   1，934   きたみ  
28日   29．1   1，746   きたみ  
合計   547．0   42，443  
（鈴木岩次郎家文書により作成）  
－48－   
輿のホウレンソウ産地が成立したことが挙げられ  島で生産されるホウレンソウは，葉肉が厚くてや  
る。探谷地域では，三浦半島で生産されるホウレ  わらかい高品質のものであったが，「一株の大き  
ンソウに対抗して，小形のホウレンソウを小さな  さが人間の腕ほどの太さ47）」といわれるほど大型  
束にして北海道へ出荷した。これに村して三浦半  のものであったために，北海道の市場において，  













































第9図 太八商店による北海道へのホウレンソウ・ダイコン出荷量の推移一昭和26～  
40年（1951～65）一  
（高橋覚家所蔵「荘積草出荷案内」および「大根出荷帳」により作成）  





Ⅳ 嵩度経済成長期以降における野菜生産の展開  
1）主産地化の進展   

















一－1′′   
t  ‾  








町村界   
集落界  
第10図 太八商店における野菜類の集落別集荷量の推移  
（高橋覚家所蔵「渡積草出荷案内」および「大根出荷帳」により作成）  








て毎月「共販は今年のみんなの合言葉 あなたが  
育てる三浦市農協」，「固まる共販 高まる保  
証 あなたが育てる三浦市農協」という標語を掲  
載していることからも，うかがい知ることができ  


















































－ニ‥ニ ーご こニ ー三‾・；・l；：壬＝ 三 三二 ±－一 三  
第11図 三浦市農協におけるダイコン・キャベツの共販出荷数量の推移  
一昭和39～62年（1964～87）－  
（『三浦半島農業のあゆみ』（1989）により作成）  












































第9表 三浦市農協における作物別出荷額一昭和63年（1988）－  
共同選果  個人選果  合計  
金額（万円）  割合（％）  金額（万円）  割合（％）  金額（万円）   
冬キャベツ   3757．3   100．0   0．0   0．0   3757．3   
春キャベツ   174360．7   99．5   787．2   0．5   175147．9   
早春キャベツ   66141．4   99．2   540．6   0．8   66681．9   
小計   244259．4   99．5   1327．8   0．5   245587．1   
スイカ   8830．6   42．9   11757．8   57．1   20588．4   
縞王スイカ   21．1   1．9   1102．0   98．1   1123．0   
旭都スイカ   17．8   12．4   125．9   87．6   143．7   
天竜スイカ   0．0   0．0   200．9   100   200．9   
富士光   0．0   0．0   15．4   100   15．4   
ラグビーボールスイカ   4819．1   98．8   56．6   1．2   4875．7   
小計   13688．6   50．8   13258．6   49．2   26947．1   
三浦ダイコン   34834．6   95．0   1844．0   5．0   36678．6   
青首ダイコン   350047．8   97．6   8690．2   2．4   358738．0   
小計   384882．4   97．3   10534．2   2．7   395416．6   
合計   642830．3   96．2   25120．5   3．8   667950．9   
（生井ほか（1991）に一部加筆）  
注）原資料は神奈川県経済連資料   





























2）多様なニーズへの対応   
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第10表 第二次世界大戦後における三浦市の野菜生産の変化  
年   農政  
農美技術   
昭和29（1954）  ・農耕機（テーラー）の使用開始   
30（1955）  
・8／16．県農試、三浦試験地完成  
・オート三輪導入   
31（1956）  ・12．金田に尿尿陸揚げ施設完成   
32（1957）  
・11／20．南下浦農協有線放送開始（加入800戸）  
・スイカの接木技術普及   
a5（1960）  
・ダイコン洗機導入開始  
・改良メロン栽培開始   
・農業基本法  ・動力耕転機が普及   
36（1961）   ・農業近代化資金助成法  
37（1962）  




・4輪トラックの導入   
・野菜生産出荷安定法  ・春キャベツの産地指定を受ける   
41（1966）   主要野菜の生産及び出荷の近代化促進  
43（1968）  ・都市計画法   ・スイカのトンネル促成栽培開始   
44（1969）  
45（1970）  ・ダイコンの産地指定を受ける   
46（1971）  ・卸売市場法  
野菜指定産地生産出荷近代化事業開始   ・スイカみがき機実用化  
47（1972）       ・横須賀市区域が指定消費地頓に加えられる  ・冬キャベツの産地指定を受ける   
・上富田→本松に畑地潅漑用深井戸完成  
48（1973）  ・ネット系メロンの栽培開始   
・スイカのオッカブセ栽培開始   
49（1974）  
51（1976）  ■三浦スイカ市場で不評   
52（1977）  ・カボチャ・メロンの産地化が進展   
53（1978）  ・カラーダイコン開発   
・三浦ダイコン小型化計画  
54（1979）  ・台風による三浦ダイコンの塩奮発生。青首ダイコン  
の就作開始   
55（1980）  
・ダイコンの多様化模索   
56（1981）  ・青首ダイコンへの作付転換進む   
57（1982）  ・三浦ダイコン生産を20％に引き下げ   
58（1983）  ・5／30．ラグビーボールスイカの本格的栽培開始   
63（1988）  




6（1994）  ・マリーゴールド導入   
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スイカ・カボチャ・ 
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b．個別農家による対応一上宮田地区を事例と   



























写真6 三浦ダイコンと青首ダイコン  
（2005年12月 清水克志撮影）  
注）右側から順に三浦ダイコン（大形）  
三浦ダイコン（標準）・青首ダイコン  
取  乱  
写真7 三浦市農協の共販用ダンボール  
（2004年12月 清水克志撮影）  
写真8 野菜直売所の風景  
（2004年12月 清水克志撮影）  














































写真10 三浦海岸でのたくあん用ダイコンの天  
日干し  
（2005年12月 清水克志撮影）  
写真9 たくあんの製造風景  
（2004年12月 清水克志撮影）  




















































































































































付 記  
本報告の作成にあたり，横須賀市自然・人文博物館   
学芸員の安池尋幸先生には，資料の提供や調査の便   
宜のほか，多くのご教示を賜りました。また，三浦市   
上富田地区の郷土史家である長島文夫先生にも，多   
くのご教示を賜りました。現地調査では，三浦市教育   
委員会の皆様をはじめ，三浦市農協生産販売部の福   
島大輔氏，三浦市上富田地区の青田実，吉田成夫，加   
藤一男，桧原松次，吉田善太郎，長谷川清一，吉田保   
の各氏をはじめ，下宮田地区の高梨信一氏，松翰地区   
の福泉寺のご住職，横須賀市津久井地区の高橋覚，長  




稿 第一一集』巻之三，18ページ。  
16）ダイコンのことを指す。  










港湾続計 明治42年』，421ページ。  
24）内務省土木局調査課編一発行（1921）：『大日本帝国  




























コン・カブ・ニンジン・ ゴボウ・サトイモ・結球ハ  
クサイ・ツケナ・キャベツ・ホウレンソウ・ネギ・  
タマネギ・ナス・トマト・キュウリ・カボチャ・イ  
塚浩の各氏に資料の提供のほか，多くのご教示を賜   
りました。そのほか，三浦市の多くの方にご協力をい   
ただきました。   
また，2004年度の筑波大学生命環境科学研究科農   
村社会・農史学研究室の佐藤常雄先生のゼミでは，本   
稿の内容に関して発表する機会を与えて頂き，佐藤   
先生をはじめ，参加者の皆さんからも多くの助言を   
頂きました。以上ここに記して厚くお礼申し上げま   
す。   
なお，本文の執筆はⅠ、Ⅲ・Ⅴを清水克志，Ⅳを清   
水ゆかりが分担しました。  
注および参考文献   
1）三浦半島農業改良推進協議会締・発行（1972）：『三  
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